












アルデ ユーザーメンテナンスガイド
集合住宅・戸建て住宅用AMPV DC100N

AMPV  DC100N  基本的な動作について
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●アルデ換気システムは24時間の連続運転が基本です。運転を止める
時には、本体のメンテナンススイッチかブレーカーを切ってください。
　（図1）
●換気量コントローラーを使用するときの目安は下記の事項を目安にし
てください。
①●（大）、●（中）
　在宅時には、このモードで運転をしてください。
②●（小）
　このモードは、外出もしくは長い期間留守にする時のみにご使用くだ
さい。

　就寝時にはこのモードでの運転は絶対しないでください。
　（臭気がこもったり、空気が澱んだりする場合があります）
●アルデ換気システムのキッチンの排気グリルは、レンジフード用のも
のではありません。レンジを使用して調理する時は、必ずレンジ用換
気扇を使用してください。（図2）
●アルデ換気システムの換気計画は、通常の生活状態での空気汚染を防
止することを基本に計算されています。下記の事項は必ず守ってくだ
さい。
※一酸化炭素中毒をアルデ換気システムで防止することは出来ませんの
で、開放型ストーブ（燃焼ガスを室内に放出する）は絶対に使用しない
でください。温水パネルヒーター、電気ヒーター等燃焼ガスを室内に
放出しないタイプは問題ありません。（図3）
※煙、臭い、異常な水蒸気などが発生した場合には、部屋の窓や勝手口
の開放またはレンジフードファンを作動させることにより、一時的に排
気を促進させなければなりません。（図4）
●アルデ本体から発生すると思われるモーター音は、押入れの中など仕
切られた場所に設置する程度でも、寝室の基準騒音許容レベルである
35ホンを越えることはありませんが、それでも運転音が気にかかる
場合には、アルデ本体の設置場所の防音工事をすることにより軽減で
きる場合もあります。

アルデ換気システムは、24時間回り続けています。何かいつもと違うな
と思ったら次の点をチェックしてください。

●臭いが前よりも抜けにくい感じがする。湿気を前より感じるようにな
った。埃が前よりも多くなったような気がする。以上のことが感じら
れたり、気になり始めたら下記の事項をチェックして、アルデ換気シ
ステムが正常に動いているか確認してください。
①各排気口に手を当てて、空気が引っ張られているか確認する。（図5）
②ブレーカー回路がO F F になっていないか、または本体にあるメンテ
ナンススイッチが何かの理由で切りになっていないか確認する。
　（換気量コントローラーの赤点灯が表示していない）（図6）

●アルデ本体の運転音が異常に高く、モーターの騒音が気になるように
なったら下記の事項をチェックしてください。
①アルデ本体が、設置場所の柱や壁などの構造物や軽天などに接触もし
くは共鳴して異常な音を発生させていないか、本体回りを確認する。
②アルデ本体内部のシロッコファンが、何かに接触して異常な音を発生
させていないかを確認する。

石油ガス・ファンヒーター

ブレーカー メンテナンススイッチ（本体）
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